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わ
が
国
の
産
業
構
造
は
情
報
化
の
進
展
、
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
技
術
革
新
な
ど
に
よ
っ
て
犬
き

く
変
化
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
電
気
事
業
も
電
カ
需
要
構
造
の
質

的
変
化
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
間
の
競
合
な
ど

の
諸
問
題
に
つ
い
て
の
対
応
を
追
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
ろ
う
。

　
わ
が
国
に
お
け
る
電
力
会
杜
は
地
域
独
占
企
業
で
あ
り
、
電
カ

供
給
は
地
域
社
会
お
よ
ぴ
諸
産
業
の
発
展
に
大
き
い
影
響
を
お
よ

ぼ
す
の
で
、
低
廉
良
質
の
電
カ
を
安
定
供
給
す
る
と
と
も
に
、
電

力
の
需
要
拡
大
を
図
る
な
ど
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
水
カ
発
電
は
昭
和
三
〇
年
代
の
半
ぱ
頃
ま
で
は
電
カ

の
主
力
供
給
源
と
な
っ
て
い
た
が
、
当
時
日
本
経
済
は
高
度
成
長

を
と
げ
、
産
業
界
に
お
け
る
電
カ
消
費
量
は
増
大
し
、
さ
ら
に
家

庭
電
化
の
普
及
な
ど
の
諸
要
因
も
加
わ
り
電
カ
需
給
は
逼
迫
を
続

け
た
。
こ
の
急
増
す
る
電
カ
需
要
に
応
ず
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
は

水
カ
発
電
の
補
完
的
な
役
割
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
火
カ
発

電
が
、
米
国
か
ら
の
最
新
技
術
の
導
入
お
よ
ぴ
低
廉
か
つ
豊
富
な

石
油
の
積
極
的
利
用
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に
発
展
し
水
力
発
電
に
代

わ
っ
て
電
力
の
主
カ
供
給
源
と
な
っ
て
い
っ
た
。
昭
和
四
〇
年
代

に
入
る
と
、
火
カ
発
電
所
の
犬
容
量
化
、
蒸
気
条
件
の
超
臨
界
圧

化
に
よ
る
熱
効
率
の
向
上
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
に
よ
る
自
動

化
、
省
力
化
な
ど
火
力
発
電
技
術
は
著
る
し
く
向
上
し
、
安
定
し

た
電
カ
を
供
給
し
て
い
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
、
発
電
設
備
の
中
心
は
火
カ
と
な
り
、
そ
の
燃
料

は
重
油
が
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
重
油
燃
焼
に
よ
っ
て

生
ず
る
亜
硫
酸
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
が
発
生
し
都
市
周
辺
に
火

カ
発
電
所
を
新
規
に
立
地
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
。
一

方
、
都
市
に
お
け
る
電
カ
需
要
は
増
加
し
続
け
た
た
め
、
電
カ
会

社
は
火
カ
発
電
所
を
遠
隔
地
に
建
設
し
た
プ
、
ま
た
遠
隔
地
の
水

カ
発
電
所
か
ら
電
力
を
調
達
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
送
電
部
門

の
経
費
が
嵩
ん
で
い
っ
た
。
こ
の
た
め
燃
料
に
L
N
G
や
低
硫
黄

重
油
を
用
い
た
り
、
原
油
生
焚
き
、
公
害
防
止
装
置
の
設
置
、
公

害
を
出
さ
な
い
発
電
方
式
の
採
用
な
ど
各
種
の
対
策
が
検
討
さ
れ
、

環
境
保
全
を
十
分
に
図
り
な
が
ら
電
カ
需
要
に
応
ず
る
と
い
う
困

難
な
仕
事
を
果
た
し
て
き
た
。

　
し
か
し
、
昭
和
四
八
年
お
よ
ぴ
五
三
年
の
二
度
に
わ
た
る
石
油

危
機
は
、
わ
が
国
の
経
済
成
長
の
原
動
カ
で
あ
っ
た
重
化
学
工
業

部
門
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
。
即
ち
、
石
油
個
格
の
高
騰

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
多
量
に
消
費
す
る
素
材
型
産
業
の
沈
下
を
生
ぜ

し
め
る
と
と
も
に
景
気
の
沈
滞
に
よ
り
、
電
カ
需
要
も
そ
れ
に
伴

い
低
迷
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
間
、
原
子
カ
発
電
の
安

全
性
の
進
歩
、
石
炭
火
カ
の
環
境
対
策
の
向
上
に
よ
り
、
そ
れ
ま

で
石
油
火
カ
が
電
源
中
に
占
め
て
き
た
優
位
性
が
徐
々
に
失
な
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
昭
和
三
一
年
、
英
国
の
コ
ー
ル
ダ
ー
ホ
i
ル
発
電
所
が
運
転
を

開
始
し
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
発
電
用
原
子
炉
の
早
期
導
入
が

漸
次
高
ま
る
と
、
天
然
ウ
ラ
ン
黒
鉛
減
速
炭
酸
ガ
ス
冷
却
炉
で
あ

る
コ
ー
ル
ダ
ー
ホ
ー
ル
型
炉
は
地
震
対
策
な
ど
な
お
検
討
を
要
す

る
余
地
が
あ
り
、
軽
水
炉
の
方
が
経
済
性
そ
の
他
の
面
で
発
展
性

が
高
い
と
み
ら
れ
た
が
、
発
電
炉
の
実
繍
、
燃
料
の
入
手
お
よ
ぴ

国
産
化
が
容
易
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
第
一
号
炉
と
し
て
英
国
か

ら
コ
ー
ル
ダ
ー
ホ
ー
ル
型
改
良
炉
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
二
号
炉
以
降
は
、
経
済
性
、
将
来
性
の
点
よ
り
軽
水
炉
の

方
が
有
利
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
原
子
カ
委
員
会
は
昭
和
三
六

年
の
長
期
計
画
に
お
い
て
軽
水
炉
が
適
当
で
あ
る
と
し
、
軽
水
炉

採
用
の
方
向
を
決
め
た
。
こ
こ
に
軽
水
炉
路
線
が
定
着
し
、
そ
の

建
設
、
運
転
が
行
な
わ
れ
て
い
っ
た
。

　
昭
和
四
〇
年
代
後
半
か
ら
軽
水
炉
の
建
設
、
運
転
が
次
々
に
行

な
わ
れ
て
い
く
一
方
で
、
環
境
問
題
一
般
に
対
す
る
国
民
的
関
心

の
高
ま
り
と
と
も
に
、
原
子
カ
発
電
に
対
す
る
環
境
保
全
、
安
全

性
な
ど
へ
の
疑
間
が
生
じ
、
原
子
カ
発
電
所
の
立
地
難
が
著
る
し

く
な
っ
た
。
技
術
面
に
お
い
て
は
、
B
W
R
の
応
カ
腐
食
割
れ
間

題
、
P
W
R
の
蒸
気
発
生
器
の
損
傷
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
、
原
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（3）　わが国の原子カ発電

子
カ
発
電
の
稼
働
率
は
昭
和
四
〇
年
代
後
半
か
ら
昭
和
五
〇
年
代

初
頭
に
か
け
て
は
四
〇
％
か
ら
五
〇
％
程
度
に
低
迷
し
た
。
さ
ら

に
昭
和
四
九
年
の
原
子
カ
船
「
む
つ
」
の
放
射
線
漏
れ
問
題
も
あ

り
、
原
子
カ
開
発
利
用
の
面
で
国
民
の
不
信
、
不
安
が
増
大
し
た
。

　
昭
和
四
八
年
の
石
油
危
機
を
契
機
に
、
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
原
子
カ
発
電
の
重
要
性
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
前
記
諸
間

題
の
解
決
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
石
油
価
椿
の
高
騰
お
よ
ぴ

原
子
カ
発
電
の
大
容
量
化
に
お
け
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に
よ
り
、

原
子
カ
発
電
は
発
電
コ
ス
ト
の
面
で
も
石
油
火
カ
発
電
よ
り
優
位

と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
ほ
か
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
あ
る
こ
と
お
よ
ぴ
燃
料
の
輸
送
、
備
蓄
が
容
易
で
あ
る
こ
と

な
ど
か
ら
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
期
待
が
高
ま
り
、
こ
こ

に
原
子
カ
発
電
の
技
術
的
問
題
点
を
解
決
し
、
国
民
の
理
解
と
協

カ
を
得
て
社
会
へ
の
定
着
を
図
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
昭
和
五
四
年
三
月
、
米
国
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
カ
発
電
所
事

故
、
五
六
年
、
敦
賀
発
電
所
で
の
放
射
性
物
質
の
漏
洩
事
故
な
ど

が
そ
の
後
発
生
し
た
が
、
こ
れ
ら
状
況
の
下
で
、
電
気
事
業
者
、

原
子
力
機
器
メ
ー
力
1
お
よ
ぴ
国
は
、
行
政
面
、
技
術
面
か
ら
様

々
な
対
応
を
積
極
的
に
進
め
て
い
っ
た
。

　
二
度
に
わ
た
る
石
油
危
機
以
降
、
脱
石
油
電
源
の
開
発
、
電
源

の
多
様
化
が
強
カ
に
推
進
さ
れ
て
き
た
な
か
で
、
原
子
カ
発
電
は

大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
、
各
種
電
源
中
に
占
め
る
そ
の
割
合
は

増
加
さ
れ
、
こ
こ
に
原
子
カ
発
電
は
定
潜
し
た
感
が
強
い
。

　
し
か
し
、
原
子
カ
発
電
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は
な
お

多
く
の
課
魑
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の
一
つ

は
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
確
立
、
軽
水
炉
技
術
の
高
度
化
、
原
子

炉
の
廃
止
措
置
な
ど
に
関
す
る
研
究
開
発
と
そ
の
事
業
化
で
あ
り
、

そ
の
二
は
、
原
子
カ
発
電
の
各
種
電
源
に
対
す
る
位
置
づ
け
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
電
源
の
多
様
化
の
中
で
、

電
カ
需
給
の
点
か
ら
電
カ
を
効
率
よ
く
低
廉
か
つ
安
定
に
供
給
す

る
上
で
果
た
す
べ
き
原
子
力
発
電
の
役
割
は
な
に
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
高
度
成
長
時
代
か
ら
安
定
成
長
時
代
へ
と
転
換
し
た
現

在
、
電
源
の
ペ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
追
求
す
る
中
で
原
子
カ
発
電
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
く
か
は
今
後
の
原
子
カ
発
電
の
進
展
に

大
き
く
影
響
を
お
よ
ぼ
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
論
文
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
原
子
カ
発
電
へ
の
課
題
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
。
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一
一
電
カ
需
給
動
向

　
最
近
に
お
け
る
わ
が
国
の
電
力
需
要
の
伸
ぴ
率
（
昭
和
四
八
年

－
五
九
年
の
年
平
均
伸
び
率
三
・
○
％
）
は
第
一
次
石
油
危
機
以

前
の
伸
ぴ
率
（
昭
和
四
〇
～
四
八
年
の
年
平
均
伸
ぴ
率
一
二
・

一
％
）
に
較
べ
て
著
る
し
く
低
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
民
生
部
門

に
お
け
る
電
カ
需
要
の
伸
ぴ
も
確
に
鈍
化
し
て
は
い
る
も
の
の
、

家
庭
用
電
カ
の
伸
ぴ
率
は
な
お
堅
調
に
推
移
し
て
お
り
、
百
貨
店

や
ス
ー
バ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
大
規
模
事
務
所
な
ど
を
中
心
と
す
る

業
務
用
電
カ
の
需
要
は
伸
び
て
い
る
た
め
増
勢
は
維
持
さ
れ
て
い

る
が
、
景
気
感
応
度
の
高
い
産
業
用
電
カ
の
伸
ぴ
が
特
に
低
く
な

っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
家
庭
用
電
カ
需
要
は
、
省
電
力
型
家
庭
用
機
器
の
開
発
と
そ
の

普
及
や
家
屋
構
造
の
断
熱
化
の
進
展
な
ど
に
よ
る
省
電
力
化
が
進

ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
人
口
増
加
、
世
帯
の
紬
分
化
に
よ
る

世
帯
数
の
増
加
、
家
庭
用
機
器
の
大
型
化
、
多
機
能
化
と
そ
の
普

及
で
堅
調
な
伸
ぴ
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
伸
び
率
は
昭
和
六

五
年
ま
で
年
率
三
・
八
％
、
昭
和
七
〇
年
ま
で
年
率
三
・
五
％
セ

み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
業
務
用
電
カ
需
要
に
つ
い
て
は
、
負
荷
管

理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
お
よ
ぴ
普
及
な
ど
で
一
層
省
電
カ
化
が
推
進

さ
れ
る
も
の
の
ピ
ル
の
大
型
化
、
高
層
化
に
伴
い
そ
の
伸
ぴ
は
高

く
な
る
も
の
と
恩
わ
れ
、
昭
和
七
〇
年
ま
で
年
率
五
・
四
％
の
伸

び
率
と
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
産
業
用
電
カ
需
要
は
、
生
産
工

程
の
省
力
化
や
自
動
化
の
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
等
各
種
制
御

機
器
の
導
入
、
製
品
の
多
様
化
や
高
品
質
化
に
伴
な
う
誘
導
加
熱

方
式
等
の
電
気
加
熱
方
式
の
採
用
な
ど
に
よ
る
電
カ
使
用
の
増
加

要
因
も
あ
る
が
、
製
法
転
換
や
技
術
革
新
な
ど
に
よ
る
生
産
技
術

の
省
電
カ
化
、
プ
ロ
セ
ス
管
理
の
徹
底
に
よ
る
電
カ
使
用
の
合
理

化
が
推
進
さ
れ
、
全
体
と
し
て
大
き
い
伸
ぴ
は
期
待
で
き
な
い
と

み
ら
れ
、
そ
の
伸
び
率
は
昭
和
六
五
年
ま
で
は
年
率
ニ
ニ
％
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

れ
以
降
で
も
年
率
二
・
五
％
程
度
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
産

業
用
電
カ
需
要
を
素
材
型
産
業
と
加
工
組
立
型
産
業
の
そ
れ
と
に

わ
け
て
み
る
と
、
石
油
危
機
後
に
お
け
る
素
材
型
産
業
に
お
け
る

不
振
と
加
工
組
立
型
産
業
で
の
堅
調
さ
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
電
カ
需
給
動
向
は
部
門
別
に
跳
め
る
と
、
民
生

用
と
産
業
用
の
格
差
が
縮
小
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門

に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
ウ
エ
ー
ト
の
低
か
っ
た
業
務
用
電
カ
、
加

工
組
立
型
産
業
向
け
電
カ
ヘ
の
電
カ
需
要
の
伸
ぴ
が
相
対
的
に
高

く
な
り
、
全
体
と
し
て
電
カ
需
要
の
部
門
別
構
成
内
容
は
均
等
化

す
る
方
向
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
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（5）　わが国の原子カ発電

三
　
電
源
別
発
電
原
価

　
昭
和
四
〇
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
の
高
度
成
長
を
支
え
て
き

た
電
カ
は
、
低
廉
豊
宮
な
石
油
を
燃
料
と
す
る
石
油
火
カ
の
積
極

的
導
入
に
よ
っ
て
大
幅
に
そ
の
需
要
を
拡
大
し
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
石
油
危
機
に
直
面
し
石
油
価
格
は
高
騰
し
た
結
果
、
石
油

火
カ
は
経
済
的
メ
リ
ヅ
ト
を
失
い
、
同
時
に
石
油
代
替
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
原
子
カ
、
L
N
G
火
カ
な
ど
の
進
出
に
遭
い
石
油
火
カ

の
比
重
は
徐
々
に
低
下
し
、
電
源
構
成
は
大
き
く
変
化
し
て
い
っ

た
。
即
ち
、
新
規
電
源
は
発
電
コ
ス
ト
の
低
い
原
子
カ
な
ど
が
中

心
と
な
り
、
既
設
電
源
は
発
電
コ
ス
ト
低
減
の
た
め
に
設
備
利
用

率
の
改
善
や
熱
効
率
の
上
昇
な
ど
が
推
進
さ
れ
、
石
油
火
カ
の
一

都
休
・
廃
止
や
L
N
G
火
カ
ヘ
の
転
換
が
行
な
わ
れ
、
昭
和
四
八

年
度
末
に
お
い
て
全
電
源
に
占
め
る
石
油
火
力
の
設
備
割
合
は
六

〇
・
八
％
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
八
年
度
末
に
は
そ
の
割
合
は
四

二
・
七
％
に
ま
で
低
下
↓
て
い
る
。
こ
の
同
時
期
忙
L
N
G
火
力

は
八
・
一
％
か
ら
一
六
・
二
％
に
、
原
子
力
は
二
・
七
％
か
ら
一

二
・
七
％
へ
と
大
幅
に
止
昇
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
各
種
電
源
別
の
発
電
原
価
試
算
お
よ
び
そ
の
結
。
果
を

眺
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
毎
年
秋
に
実
施
し
て
い
る
電
源
別
発
電

原
価
（
初
年
度
原
価
）
の
昭
和
五
九
年
度
試
算
を
発
表
し
た
。

　
こ
の
電
源
別
発
電
原
価
の
試
算
に
当
っ
て
の
前
提
条
件
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

　
昭
和
五
九
年
度
前
後
に
運
開
ま
た
は
運
開
が
予
定
さ
れ
て
い
る

発
電
所
を
参
考
に
し
、
モ
デ
ル
的
な
プ
ラ
ン
ト
を
想
定
す
る
。
モ

デ
ル
プ
ラ
ン
ト
で
は
発
電
所
に
四
基
の
ユ
ニ
ヅ
ト
が
建
設
さ
れ
る

こ
と
と
し
て
、
こ
の
四
基
の
平
均
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
設
定
し
て
い

る
。　

設
備
利
用
率
は
一
偉
七
〇
％
（
水
カ
は
四
五
％
）
と
し
、
出
カ

は
一
般
水
カ
一
～
四
万
w
、
火
カ
六
〇
万
w
、
原
子
カ
一
一
〇
万

㎜
、
ま
た
耐
用
年
数
は
一
般
水
カ
四
〇
年
、
火
カ
一
五
年
、
原
子

カ
一
六
年
で
あ
る
。

　
前
記
の
ほ
か
に
も
前
提
条
件
も
含
め
て
得
ら
れ
た
電
源
別
発
電

原
価
お
よ
ぴ
そ
れ
に
基
づ
く
考
察
結
果
を
ま
と
め
る
と
、

　
一
、
水
カ
を
除
い
て
建
設
費
は
、
放
射
性
物
質
を
放
出
さ
せ
な

い
た
め
の
設
備
な
ど
の
付
加
設
備
を
有
す
る
原
子
カ
が
一
番
高
く
、

次
い
で
大
規
模
港
湾
、
貯
炭
場
、
灰
捨
場
な
ど
の
付
帯
設
備
お
よ

び
公
害
防
止
設
備
が
必
要
な
石
炭
火
カ
、
L
N
G
基
地
な
ど
が
必

要
な
L
N
G
火
カ
、
石
油
火
カ
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
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水
カ
以
外
の
燃
料
消
費
率
は
L
N
G
が
一
番
低
く
、
次
に
石
油
、

石
炭
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
燃
料
費
は
原
子
カ
が
一
番

安
く
、
次
い
で
石
炭
火
カ
、
L
N
G
火
カ
、
石
油
火
カ
の
順
と
な

っ
て
い
る
。

　
こ
の
結
果
、
電
源
別
の
発
電
原
価
は
、
安
い
順
に
、
原
子
カ

　
　
　
　
h
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

（
二
二
円
／
W
程
度
）
、
石
炭
火
カ
（
一
四
円
／
W
程
度
）
、
L
N

G
火
力
（
一
七
円
／
W
程
度
）
、
石
油
水
カ
（
一
七
円
／
W
程
度
）
、

一
般
水
カ
（
二
一
円
■
w
程
度
）
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
K

　
二
・
こ
れ
ら
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
建
設
単
価
は
物
価
上

昇
を
反
映
し
て
、
一
般
水
カ
が
二
万
円
／
w
程
度
、
そ
の
他
の
電

源
で
は
一
万
円
／
㎜
程
度
上
昇
し
た
た
め
、
発
電
原
価
は
、
資
本

費
の
割
合
の
高
い
一
般
水
カ
お
よ
ぴ
原
子
カ
は
若
千
上
昇
し
て
い

る
が
、
石
炭
火
カ
は
石
炭
価
格
の
低
下
に
よ
る
燃
料
費
の
低
下
に

よ
り
相
殺
さ
れ
て
前
年
と
同
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
発
電
原
価
に
上
］
め
る
燃
料
費
の
割
合
の
高
い
石
油
火
カ
、

L
N
G
火
カ
は
燃
料
価
椿
が
前
年
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
前
年
度
と
同
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

　
三
、
原
子
カ
の
発
電
原
価
に
は
、
廃
炉
お
よ
び
放
射
性
廃
棄
物

の
最
終
処
分
に
か
か
る
経
費
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
経

費
は
現
在
の
知
見
で
は
発
電
原
価
の
約
一
〇
％
と
見
込
ま
れ
て
お

り
、
初
年
度
発
電
原
価
に
こ
れ
を
考
慮
し
た
原
子
カ
発
電
の
発
電

原
価
を
石
炭
火
カ
の
そ
れ
と
比
較
し
て
み
る
と
、
ほ
ぽ
同
穫
度
と

な
る
。

　
昭
和
五
九
年
度
は
、
石
炭
個
格
の
低
下
に
よ
り
一
時
的
に
石
炭

火
カ
と
原
子
カ
と
の
発
電
原
価
の
差
が
縮
小
し
た
が
、
原
子
カ
の

経
済
性
は
な
お
維
持
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
な
お
、
原
子
カ
な

ど
の
資
本
費
比
率
が
高
い
電
源
は
、
償
却
が
進
ん
で
い
な
い
初
年

度
発
電
原
価
は
相
対
的
に
割
高
と
な
る
。

　
四
、
将
来
の
一
般
物
価
お
よ
ぴ
燃
料
価
樒
の
上
昇
を
考
慮
し
て
・

発
電
原
価
を
耐
用
年
平
均
（
一
五
年
）
で
比
較
し
て
み
る
と
、
運

転
開
始
以
降
資
本
費
は
漸
次
低
下
す
る
た
め
、
資
本
比
率
の
高
い

電
源
で
は
発
電
原
価
へ
の
資
本
費
の
影
響
は
軽
滅
さ
れ
て
い
く
が
・

一
方
、
燃
料
比
率
の
高
い
電
源
で
は
燃
料
費
の
上
昇
に
よ
る
発
電

原
価
へ
の
影
響
は
大
き
く
な
る
の
で
、
燃
料
比
率
の
高
い
電
源
に

比
し
て
一
般
水
カ
お
よ
び
原
子
カ
は
優
位
に
な
っ
て
い
る
。

　
原
子
カ
と
石
炭
火
カ
の
初
年
度
発
電
原
価
で
は
石
炭
火
カ
が
原

子
カ
よ
り
八
％
割
高
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
耐
用
年
平
均
発
電

原
価
に
つ
い
て
み
る
と
、
長
期
的
に
は
燃
料
価
格
は
上
昇
す
る
と

見
込
ま
れ
る
の
で
一
五
年
平
均
発
電
原
価
で
は
石
炭
火
カ
は
原
子

カ
よ
り
二
一
％
か
ら
ニ
ハ
％
割
高
に
な
る
と
み
ら
れ
、
原
子
カ
発
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電
の
経
済
的
優
位
性
は
維
持
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
五
、
そ
の
他
の
項
目
に
つ
い
て
眺
め
る
と
、
発
電
原
価
に
占
め

る
資
本
費
の
比
率
が
高
い
電
源
ほ
ど
設
備
利
用
率
を
向
上
さ
せ
て

発
電
原
価
を
低
減
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
原
子
力
は
年
間

の
設
備
利
用
率
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
発
電
原
価
を
低
減
さ

せ
る
可
能
性
の
大
き
い
電
源
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
原
子
力
は

一
般
水
カ
を
除
く
他
の
電
源
に
比
し
て
資
本
費
が
大
き
い
の
で
、

建
設
費
の
低
減
を
図
る
こ
と
に
よ
り
発
電
原
価
を
安
く
す
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
含
す
る
と
、
原
子
力
は
経

年
的
に
も
安
価
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
で
き
る
重
要
な
電
源
と
な

　
　
　
　
　
＾
2
）
＾
3
）

り
う
る
と
み
ら
れ
る
。

　
米
国
原
子
カ
産
業
会
議
は
一
九
八
四
年
に
お
け
る
汽
カ
発
電
所

（
石
炭
火
カ
、
石
油
火
カ
、
原
子
カ
）
の
発
電
原
価
の
調
査
結
果

を
発
表
し
た
。
こ
の
調
査
は
四
〇
万
w
以
上
の
べ
ー
ス
負
荷
用
の

発
電
所
を
対
象
と
し
て
、
一
九
七
四
年
以
来
毎
年
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
発
電
原
価
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

原
子
カ
四
・
一
セ
ン
ト
／
W
、
石
炭
火
力
三
・
四
セ
ン
ト
／
W
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
K
h
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
K

石
油
火
カ
七
・
四
セ
ン
ト
／
W
で
、
初
め
て
石
炭
火
カ
が
原
子
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
K

よ
り
優
位
と
な
っ
た
。
こ
の
調
査
は
一
九
七
〇
年
以
降
に
運
転
を

開
始
し
た
出
カ
四
〇
万
㎜
以
上
で
べ
ー
ス
負
荷
用
の
原
子
カ
、
石

炭
火
カ
、
石
油
火
カ
の
各
発
電
所
を
対
象
と
し
て
お
り
、
一
九
八

　
　
　
　
h

四
年
の
一
W
あ
た
り
の
賞
本
費
、
燃
料
費
、
運
転
保
守
費
な
ど
を

　
　
　
　
K

調
査
し
た
も
の
で
あ
り
、
提
出
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
実
際
の
経
験
に

基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
試
算
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
た
発
電

原
価
と
は
異
な
り
、
現
実
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

表1米国の発電原価実績
　　　　　　　　　　（単位1セント■kWh〕

調査年 1980年 1981年 1982年 1983年 1984年

原子カ（基数）
2
．
3
（
5
6
）

2
．
7
（
5
8
）

3
．
1
（
6
2
）

3
，
5
（
6
3
）

4
．
1
（
6
S
）

石炭火カ（基　数）
2
，
5
（
3
6
）

3
．
2
（
4
8
）

3
．
5
（
5
1
）

3
－
5
（
5
8
）

3
．
4
（
6
4
）

石油火カ（基　数）
5
．
4
（
2
1
）

6
．
9
（
1
5
）

7
．
0
（
ユ
4
）

6
．
4
（
1
4
）

7
．
4
（
1
4
）

表2

調査年
’83

’84

米国の原子カ発電原価（’83年，’84年比較）

　　　　　　　　　　　　　（単位1セント／kWh）

総発電原価　資本費　燃料費運転保守費

3．5

4．1

1．8

2．3

0．ア

0．ア

O．9

1．0

その他
コスト

O．1

O．1
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表3　フランスにおける各趣発電方式のコスト比較
　　　　1kWh当り価格：サンチーム（ユ’100フラン〕）

　　　　　　　　　　　年間運転時間（時間）

　　　　　　　　8760　　　　　　　400⑪　　　　　　　2000

琵障
葬／燃葦費

H．4／12．0／12，622．1／23．3／24，543．5／45．8／48．1

　　4．3　　　　　　　　　　8，4　　　　　　　　　　16．4

　　6．4　　　　　　　　　　ア．1　　　　　　　　　　8．4

22．1／23，3 37．6／40．o 68．3／72．9

1麟

慧牒

6．9

3，0

63．0

2．4／8．1

12．7

　5，7

63．0

4，4／8，1

25，4

11，4

63，0

8．1／8．ア

ア5．3／81，0 85．8／89．5 107．9／108．5

（注〕発電コストは1984年ユ月現在の価楮で表示，原子カは19ε6年潜

　　工の130万kW級PWRを，石炭またi姻油火加こついては
　　1988宰着工の60万止W級発電所4基を対象とした。

費
費
費
費

本
転
料
硫

費
運
燃
脱

原
子
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
処
分
費
、
廃
炉
準
備
金
も
調

査
対
象
に
合
ま
れ
て
い
る
。

　
一
九
八
O
年
か
ら
一
九
八
四
年
ま
で
の
過
去
五
年
間
の
原
子
力
、

石
炭
火
カ
、
石
油
火
カ
の
発
電
原
価
実
績
を
表
1
に
示
す
。
こ
れ

に
よ
れ
ぱ
、
原
子
カ
は
毎
年
増
加
し
て
お
り
、
一
九
八
四
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌦

前
半
よ
り
O
・
六
セ
ン
ト
／
“
上
昇
し
て
い
る
が
、
石
炭
火
カ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
K

増
加
傾
向
か
ら
横
ぱ
い
に
転
じ
、
石
炭
価
格
が
一
九
八

四
年
に
は
前
年
よ
り
さ
が
っ
た
た
め
O
・
一
セ
ン
ト
／

hW
減
小
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
一
九
八
一
年
に
は
。
原

K
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h

子
カ
が
石
炭
火
カ
よ
り
○
・
五
セ
ン
ト
／
W
優
位
に
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
K

っ
て
い
た
が
、
、
一
九
八
四
年
に
は
石
炭
火
カ
は
原
子
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
h

よ
り
○
・
七
セ
ン
ト
／
W
優
位
と
な
っ
た
。
な
お
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
K

九
八
四
年
に
お
け
る
国
内
総
発
電
カ
量
中
に
占
め
る
各

種
電
源
の
割
含
は
原
子
力
二
二
・
五
％
、
石
炭
火
カ
五

五
エ
ハ
％
、
石
油
火
カ
八
％
で
あ
っ
た
。

　
表
2
に
一
九
八
三
年
、
一
九
八
四
年
の
原
子
カ
発
電

原
価
の
調
査
結
果
を
示
す
。
一
九
八
四
年
で
は
前
年
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心

り
資
本
費
が
O
・
五
セ
ン
ト
／
“
、
運
転
保
守
費
が

○
・
一
セ
ン
ト
／
W
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
K

両
年
に
運
開
し
た
原
子
カ
発
電
所
は
建
設
期
間
が
長
期

化
し
た
た
め
高
金
利
と
相
侯
っ
て
建
設
原
個
が
増
加
し
、
資
本
費

の
上
昇
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
蒸
気
発
生
器
、
冷
却
系

配
管
な
ど
の
保
守
作
業
に
よ
り
長
期
間
運
転
を
停
止
し
た
原
子
カ

発
電
所
が
あ
っ
た
こ
と
も
発
電
原
価
上
昇
の
原
因
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
米
国
で
は
初
め
て
石
炭
火
カ
が
原
子
カ
よ
り
発
電
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（9）　わが国の原子力発電

表4PWR核燃料サイクルコストとその構成要素の内訳
　　　　　　　　（標準ケース）（a）

再処理サイクル ワンス・スルー方式

ミル／kWh ％ ミル／kWh ％

ウ ラ ン 3．48 40．7 3．48 44．7

転 換 0．17 2．O 0．17 2．O

濃 縮 2．28 26．6 2．28 29．3

燃料成形カロエ 0．88 10．3 0，88 11．3

フ回ント■エンドの小計 6．81 79．6 6．81 8ア、5

使用済燃料の輸送 O，14 1．6 O．14 L8

使用済燃料の貯蔵 0．17 2．0 0．65 8．4

再処理／ガラス圃化 2．18 25．5 ． ’

使用済燃料処理■処分 一 ■ O．18 2．3

廃棄物処分 O．08 O．9
■ 一

パツク・エンドの小計 2．57 30．0 0．97 12．5

ウラン・クレ ジヅト 一0．54 一6．3 ■ 一

プルトニウム・クレジヅト 一0．28 一3．3 一 ．

クレジツトの小計 一0．82 一g．6 ’ ‘

001ア．780018．56コスト合計

陛里〕 ウラン価裕が低いケースの場合、ウラン成分は2．40ミル／kWhに下落し。高いケースで

は5・12ミル■kWhに上昇す～その結果、再処理サイクルのクレジバは・それぞれ一
〇．61ミル／kW1ユと一1．20ミル■kWhに変化する。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
4
）

原
価
に
お
い
て
優
位
に
立
っ
た
。

　
フ
ラ
ン
ス
は
一
九
八
四
年
、
一
九
九
二
年

以
降
に
べ
ー
ス
運
転
を
す
る
各
種
発
電
所
の

発
電
原
価
を
発
表
し
た
。
そ
の
結
果
を
表
3

に
示
す
。
こ
れ
に
よ
れ
ぱ
、
発
電
原
価
は
運

転
時
間
が
年
間
三
一
〇
〇
時
間
以
上
で
は
原

子
カ
は
石
炭
火
カ
に
対
し
て
も
経
済
的
に
優

－
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

位
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
九
八
五
年
六
月
、
経
済
協
カ
開
発
機

構
・
原
子
カ
機
関
（
O
E
C
D
／
N
E
A
）

は
「
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
経
済
性
」
の
報
告

書
を
公
表
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
一
九
八

三
年
に
公
表
さ
れ
た
報
告
書
の
中
で
は
不
十

分
で
あ
っ
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
評

価
を
詳
紬
に
行
な
う
と
と
も
に
、
O
E
C
D

／
N
E
A
加
盟
国
内
に
あ
る
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
に
関
す
る
議
論
あ
る
い
は
批
判
に

も
答
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
．
い
る
も
の
で
あ

る
。　

従
来
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
に
関
し
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て
は
、
特
に
バ
ヅ
ク
エ
ン
ド
費
が
含
ま
れ
な
か
っ
た
り
、
ま
た
不

明
確
な
部
分
が
あ
っ
た
。
今
回
は
、
検
討
の
対
象
と
前
提
条
件
を

明
確
に
し
、
正
確
な
評
価
を
目
標
に
検
討
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。

即
ち
、
検
討
の
主
眼
は
現
在
世
界
で
最
も
利
用
さ
れ
て
い
る
原
子

炉
で
あ
る
加
圧
水
型
軽
水
炉
（
P
W
R
）
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
に

着
目
し
、
ワ
ン
ス
・
ス
ル
ー
サ
イ
ク
ル
と
再
処
理
サ
イ
ク
ル
の
二

つ
を
考
え
て
い
る
。

　
採
用
し
た
手
法
は
現
在
価
値
換
算
法
に
基
づ
く
炉
寿
命
期
間
均

等
化
方
法
で
あ
る
。
コ
ス
ト
は
電
カ
会
社
に
と
っ
て
の
コ
ス
ト
で

あ
り
、
電
カ
会
杜
が
ウ
ラ
ン
の
購
入
あ
る
い
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

の
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
支
払
う
価
格
で
一
九
八
四
年
一
月
一
日
の

個
値
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。

　
採
用
し
た
仮
定
標
準
値
の
種
々
の
値
を
基
に
す
る
と
、
結
果
は

表
4
に
示
す
よ
う
に
ワ
ン
ス
・
ス
ル
ー
方
式
の
場
合
は
七
・
八
ミ

　
　
h
ル
／
W
で
あ
り
、
一
方
、
再
処
理
サ
イ
ク
ル
の
コ
ス
ト
は
八
・
六

ミ
ル
緒
で
箏

　
　
　
K

　
　
　
四
　
電
源
別
供
給
特
性

　
電
カ
負
荷
は
日
に
よ
り
季
節
に
よ
り
変
化
す
る
。
こ
の
負
荷
変

動
に
対
応
し
た
良
質
の
電
力
供
給
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
電
カ
供
給
の
側
か
ら
み
た
電
源
の
特
性
を
ま
と
め
て
み

よ
う
o

　
水
カ
は
、
負
荷
が
変
動
し
出
カ
調
整
を
要
す
る
場
合
で
も
直
ち

に
そ
れ
に
対
応
で
き
る
。
ま
た
、
建
設
費
は
火
カ
よ
り
高
い
が
、

燃
料
費
は
不
要
で
運
転
費
は
安
い
。

　
火
カ
は
、
大
容
量
火
カ
の
場
合
、
熱
効
率
は
良
い
が
、
そ
の
起

動
、
停
止
に
時
間
が
か
か
り
、
日
間
の
起
動
、
停
止
は
困
難
で
あ

り
し
か
も
低
負
荷
運
転
は
行
い
に
く
い
。
ま
た
、
定
期
補
修
な
ど

で
一
～
一
・
五
力
月
の
長
期
間
の
停
止
が
必
要
で
あ
る
。
L
N
G

火
カ
や
石
炭
火
力
で
は
、
そ
の
燃
料
調
達
は
長
期
契
約
で
あ
る
た

め
硬
直
的
な
運
用
を
行
な
わ
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
る
。

　
原
子
カ
は
、
負
荷
追
従
運
転
を
す
る
と
核
燃
料
に
出
カ
変
動
を

強
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
燃
料
棒
を
急
激
に
出
カ
上
昇
さ
せ
る
と

破
損
す
る
例
が
多
い
。
度
々
出
一
カ
変
動
を
行
な
っ
て
も
そ
の
健
全

性
を
確
保
す
る
技
術
は
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
原
子
カ
も

定
期
点
検
な
ど
を
除
く
期
間
の
長
期
連
続
運
転
に
対
応
す
る
電
源

と
言
え
る
o

　
電
気
事
業
審
議
会
需
給
部
会
は
昭
和
五
八
年
一
一
月
、
電
源
構

成
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
中
間
報
告
を
提

出
し
た
。
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（11）　わが国の原子カ発電

　
「
第
一
次
石
油
危
機
以
降
、
原
子
カ
、
石
炭
火
カ
発
電
、
」
N

G
発
電
な
ど
の
石
油
代
替
電
源
の
開
発
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
、

電
源
の
多
様
化
が
図
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
は
電
カ
供
給
の

安
定
化
、
供
給
コ
ス
ト
の
抑
制
に
大
き
く
寄
与
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
供
給
コ
ス
ト
の
抑
制
効
果
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
七
年

度
に
お
い
て
、
第
一
次
石
油
危
機
以
前
と
比
較
す
る
と
約
六
〇
〇

〇
億
～
七
〇
〇
〇
億
円
の
コ
ス
ト
抑
制
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
と
試
算
さ
れ
る
。
今
後
と
も
、
石
油
代
替
電
源
の
供
給
特
性
を

考
慮
し
、
石
油
代
替
効
果
を
的
確
に
見
極
め
つ
つ
電
源
多
様
化
を

進
め
、
供
給
コ
ス
ト
の
上
昇
抑
制
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

　
長
期
的
な
電
源
多
様
化
の
方
向
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
な
燃
料

情
勢
の
見
通
し
を
踏
ま
え
つ
つ
、
各
電
源
の
経
済
性
、
燃
料
供
給

の
安
定
性
、
負
荷
追
従
性
等
の
供
給
特
性
を
考
慮
し
、
電
力
需
要

の
変
動
等
の
状
況
に
対
応
し
て
最
も
効
率
的
な
供
給
が
行
な
わ
れ

る
よ
う
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
電
源
構
成
を
め
ざ
す
必
要
が
あ
る
。

　
電
カ
の
供
給
と
し
て
は
、
一
般
に
大
別
す
る
と
、
常
に
ほ
ぼ
一

定
の
出
力
で
運
転
を
行
な
う
べ
ー
ス
供
給
カ
、
電
カ
需
要
の
負
荷

変
動
に
対
応
し
て
稼
働
し
主
と
し
て
ビ
ー
ク
時
に
必
要
な
供
給
を

行
な
う
ビ
ー
ク
供
給
カ
、
両
者
の
中
間
の
役
割
を
も
つ
ミ
ド
ル
供

給
カ
の
三
つ
の
タ
イ
プ
の
供
給
力
が
必
要
で
あ
る
。
べ
ー
ス
供
給

カ
は
供
給
の
主
カ
で
あ
る
た
め
、
長
期
的
な
経
済
性
お
よ
び
燃
料

調
達
の
安
定
性
の
両
面
に
お
い
て
優
れ
た
電
源
を
、
ビ
i
ク
供
給

カ
は
年
間
の
利
用
率
が
低
く
負
荷
追
従
性
が
要
求
さ
れ
る
た
め
、

資
本
費
が
小
さ
く
、
負
荷
追
従
性
に
優
れ
た
電
源
を
、
ミ
ド
ル
供

給
カ
は
両
者
の
中
間
的
な
特
性
を
有
す
る
電
源
を
そ
れ
ぞ
れ
当
て

る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
点
を
踏
ま
え
、
電
源
の
供
給
特
性
を
考
慮
す
る
と
、

中
長
期
的
な
電
源
構
成
の
基
本
的
方
向
と
し
て
は
、
べ
ー
ス
供
給

カ
と
し
て
は
原
子
カ
発
電
、
石
炭
火
カ
発
電
、
自
流
式
水
カ
発
電

お
よ
ぴ
地
熱
発
電
を
、
ミ
ド
ル
供
給
カ
と
し
て
は
石
油
火
カ
発
電
、

L
N
G
火
カ
発
電
、
ビ
ー
ク
供
給
カ
と
し
て
は
石
油
火
カ
発
電
、

L
P
G
火
カ
発
電
、
調
整
池
式
水
カ
発
電
お
よ
ぴ
揚
水
式
発
電
を

そ
れ
ぞ
れ
当
て
る
こ
と
が
適
当
と
言
え
る
L
と
述
べ
、
ま
た
、
原

子
カ
発
電
に
つ
い
て
は
、
「
原
子
カ
発
電
は
、
一
度
燃
料
を
装
荷

す
る
と
約
一
年
間
交
換
の
必
要
が
な
い
こ
と
か
ら
燃
料
備
蓄
と
同

様
の
効
果
を
有
す
る
こ
と
、
燃
料
費
の
比
率
が
小
さ
く
資
本
費
の

比
率
が
大
き
い
こ
と
か
ら
長
期
的
な
経
済
性
に
優
れ
、
か
つ
燃
料

価
格
の
変
動
に
対
す
る
発
電
コ
ス
ト
の
安
定
性
を
有
す
る
等
の
利

点
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
、
使
用
済
み
燃
料
の
再
処
理
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を
国
内
で
実
施
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
処
理

　
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
ウ
ラ
ン
お
よ
ぴ
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
、
い
わ
ぱ

　
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
こ
と
か
ら
、
安
定
的
な
燃
料
供
給
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
考
え

　
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
原
子
カ
発
電
の
優
れ
た
特
性
を
考
慮
し
、

　
今
後
、
放
射
性
物
質
の
最
終
処
分
、
廃
炉
技
術
の
安
定
性
、
経
済

　
性
の
向
上
等
の
諸
間
題
へ
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
強
化
し
つ
つ
、

　
べ
ー
ス
供
給
カ
の
中
核
と
し
て
積
極
的
な
開
発
に
努
め
る
こ
と
が

　
適
当
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。

　
　
原
子
カ
の
開
発
利
用
に
当
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
供
給
体
系
が
国
情
に
適
し
て
い
谷
か
、
環
境
影
響
を
ど
う
評
個
す

・
る
か
、
電
源
の
多
様
化
と
最
適
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
長
期
的
経
済

　
性
を
ど
う
考
え
る
か
、
原
子
カ
発
電
技
術
な
ら
び
に
核
燃
料
サ
イ

　
ク
ル
技
術
を
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く
か
が
、
各
国
独
自
の
開

　
発
政
策
の
中
で
考
慮
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
い

　
て
は
原
子
カ
発
電
を
、
一
、
現
状
で
は
ウ
ラ
ン
燃
料
の
確
保
に
犬

　
き
な
不
安
が
な
く
、
少
量
の
燃
料
で
大
量
の
電
力
が
供
給
で
き
る

　
上
、
他
の
電
源
に
比
べ
て
燃
料
の
輸
送
、
備
蓄
性
に
優
れ
て
い
る

　
こ
と
、
二
、
発
電
コ
ス
ト
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
、
三
、
石
油
の

　
値
下
り
傾
向
の
中
で
最
近
運
開
し
た
各
種
発
電
所
の
初
年
度
の
発

電
原
価
を
比
較
す
る
と
原
子
カ
は
従
来
よ
り
は
そ
の
優
位
性
が
低

下
し
て
い
る
が
、
発
電
原
価
に
占
め
る
燃
料
費
の
比
率
が
小
さ
い

の
で
現
在
で
も
な
お
耐
用
年
数
期
間
を
通
じ
て
の
発
電
原
価
は
原

子
力
が
有
利
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
長
期
的
に
み

て
優
れ
た
も
の
と
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
　
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
自
立
化
お
よ
び
廃
炉

　
今
後
、
原
子
カ
発
電
が
電
源
多
様
化
の
中
核
と
し
て
そ
の
役
割

を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、
供
給
安
定
性
、
経
済
性
を
一
層
向

上
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
従
業
員
の
被
曝
低
減
、
廃
棄
物
処
理
量

の
低
減
等
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

第
一
次
（
昭
和
五
〇
年
～
五
二
年
）
、
第
二
次
（
昭
和
五
三
年
～

五
五
年
）
、
第
三
次
（
昭
和
五
六
年
～
六
〇
年
）
改
良
標
準
化
計

　
　
　
　
　
（
ヱ

画
が
実
施
さ
れ
た
。

　
第
一
次
計
画
で
は
格
納
器
の
大
型
化
な
ど
の
改
良
に
よ
っ
て
従

業
員
の
被
曝
低
滅
、
作
業
能
率
の
向
上
な
ど
が
図
ら
れ
、
従
来
の

プ
ラ
ン
ト
に
比
し
て
被
曝
量
は
約
二
五
％
低
減
さ
れ
、
ま
た
設
備

利
用
率
は
約
七
〇
％
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
第
二

次
計
画
で
は
、
第
一
次
計
画
の
成
果
を
踏
ま
え
て
さ
ら
に
機
器
、

シ
ス
テ
ム
の
改
良
や
耐
震
設
計
、
プ
ラ
ン
ト
周
辺
部
の
標
準
化
な
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ど
が
図
ら
れ
、
こ
の
結
果
設
備
利
用
率
は
第
一
次
計
画
の
成
果
よ

り
高
い
七
五
％
に
、
ま
た
、
定
期
検
査
期
間
は
一
五
日
短
縮
さ
れ

七
〇
日
と
な
っ
た
ほ
か
、
被
曝
線
量
も
従
来
の
プ
ラ
ン
ト
の
約
半

分
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
第
三
次
計
画
で
は
日
本

型
軽
水
炉
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
・
こ
れ
ま
で
に
手

が
着
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
炉
心
部
の
改
良
が
対
象
と
な
り
運
転

性
、
信
頼
性
の
向
上
、
被
曝
の
低
減
、
建
設
工
期
の
短
縮
、
許
認

可
関
連
事
項
の
標
準
化
が
あ
げ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
原
子
カ
の
電
源
中
に
上
］
め
る
割
合
が
高
く
な
れ
ぱ
原
子

カ
発
電
は
負
荷
追
従
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
の
で
こ

の
種
の
運
転
を
可
能
に
す
る
高
性
能
燃
料
技
術
の
確
証
試
験
も
行

な
わ
れ
た
。

　
現
在
、
わ
が
国
は
ウ
ラ
ン
濃
縮
を
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
に
、
ま
た

再
処
理
を
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
に
依
存
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
は
濃
縮
役
務
、
供
給
国
の
原
子
カ
政
策
、
核
輸
送
を
め
ぐ

る
国
際
環
境
の
動
向
な
ど
に
よ
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し

い
わ
が
国
に
と
っ
て
重
要
な
原
子
カ
発
電
の
研
究
開
発
に
支
障
を

き
た
す
恐
れ
が
生
じ
て
く
る
。
原
子
力
を
安
定
な
ユ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
源
と
し
て
い
く
た
め
に
は
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
確
立
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
昭
和
五
九
年
四
月
、
電
気
事
業
連
合

会
は
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設
、
再
処
理
施
設
お
よ
ぴ
低
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
貯
蔵
施
設
の
包
括
的
な
立
地
協
カ
要
講
を
青
森
県
に
求

め
、
さ
ら
に
七
月
に
は
上
記
三
施
設
の
具
体
的
な
事
業
計
画
、
立

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

地
地
点
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
電
気
事
業
連
合
会
は
昭
和
五
九
年
一
〇
月
、
青
森
県
六
力
所
村

に
申
し
入
れ
て
い
る
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
三
施
設
の
う
ち
、
ウ
ヲ
ン

濃
縮
と
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
貯
蔵
の
二
施
設
の
事
業
を
主
体

と
す
る
新
会
杜
を
設
立
す
る
こ
と
を
き
め
、
同
年
＝
一
月
、
新
会

社
の
設
立
発
起
人
会
が
開
か
れ
、
基
本
事
項
を
決
定
し
た
。
新
会

杜
名
は
「
日
本
原
燃
産
業
株
式
会
社
」
と
し
、
昭
和
六
〇
年
三
月

に
発
足
し
た
。
こ
の
会
社
の
事
業
目
的
は
一
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
、
二
、

低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
貯
蔵
、
三
、
ウ
ラ
ン
お
よ
び
低

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
輸
送
、
四
、
関
連
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

　
新
会
社
の
事
業
計
画
は
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
を
初
年
度
規
模
一
五
〇

ト
ン
S
W
U
／
年
で
開
始
し
、
毎
年
少
し
ず
つ
増
設
し
て
い
き
、

岡
山
県
と
六
カ
所
村
の
二
工
場
で
最
大
規
模
三
〇
〇
〇
ト
ン
S
W

U
／
年
と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
用
地
は
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
施
設
が
約
二
一
〇
万
が
、
低
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
貯
蔵
施
設
が
二
四
〇
万
が
で
あ
る
。
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電
カ
業
界
で
は
昭
和
五
五
年
に
使
用
済
み
燃
料
の
再
処
理
を
行

な
う
「
日
本
原
燃
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
」
を
す
で
に
設
立
し
て
い

る
た
め
、
今
回
の
「
日
本
原
燃
産
業
株
式
会
社
」
の
発
足
に
よ
り
、

国
内
で
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
推
進
体
制
は
す
べ
て
整
っ
た
の
で

あ
る
。

　
こ
う
し
て
国
内
事
葉
化
へ
向
か
っ
て
動
き
出
し
た
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
事
業
に
は
、
い
く
つ
か
の
間
題
が
あ
る
。
わ
が
国
の
原
子
カ

の
独
立
を
考
慮
し
、
藷
外
国
に
制
約
さ
れ
な
い
ウ
ラ
ン
濃
縮
を
狙

う
た
濃
縮
事
業
に
は
米
国
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
諸
外
国
と
の
競
争
が

待
ち
う
け
て
お
り
、
わ
が
国
の
政
策
目
標
と
国
際
競
争
カ
を
獲
得

す
る
こ
と
を
両
立
さ
せ
る
課
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

　
米
国
は
、
一
九
八
五
年
六
月
、
ウ
ラ
ン
濃
縮
に
関
す
る
新
戦
略

　
　
　
＾
9
）

を
発
表
し
た
。
こ
の
新
戦
階
は
、
米
国
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
事
業
の
国

際
競
争
カ
の
低
下
に
対
す
る
危
機
感
を
背
景
に
し
て
、
二
一
世
紀

に
向
け
て
ウ
ラ
ン
濃
縮
事
業
を
活
発
化
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
。　
米
国
が
商
業
用
発
電
炉
の
ウ
ヲ
ン
濃
縮
事
業
を
開
始
し
た
の
は

一
九
六
九
年
で
あ
り
、
一
九
七
四
年
に
は
世
界
の
市
場
を
ほ
ぼ
独

占
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
ユ
ー
ロ
デ
ィ
フ
が
そ
の
シ
ェ
ア
を
伸
ぱ

し
、
ま
た
、
ウ
レ
ン
コ
、
ソ
連
な
ど
も
シ
ェ
ァ
を
有
し
て
き
た
た

め
米
国
の
シ
ェ
ア
は
一
九
八
五
年
に
は
約
五
〇
％
に
ま
で
落
ち
た
。

価
格
の
面
で
も
、
一
九
八
一
年
ま
で
は
ユ
ー
ロ
デ
ィ
フ
、
ウ
レ
ン

コ
よ
り
低
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
ユ
ー
ロ
デ
ィ
フ
、
ウ
レ
ン
コ
の

価
格
一
〇
〇
ド
ル
／
㎏
S
w
U
よ
り
も
三
〇
％
～
四
〇
％
割
高
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
米
国
は
ウ
ラ
ン
濃
縮
事
業
を

長
期
的
に
み
て
価
格
競
争
カ
の
あ
る
事
業
に
す
る
こ
と
お
よ
び
世

界
で
最
も
進
ん
だ
濃
縮
技
術
の
開
発
を
行
な
う
こ
と
と
し
、
そ
の

た
め
、
当
分
の
間
経
費
の
節
約
に
努
め
、
長
期
的
に
、
最
も
望
ま

し
い
と
考
え
ら
れ
る
技
術
と
し
て
か
ね
て
か
ら
比
鮫
評
価
を
行
な

ウ
て
き
た
原
子
レ
ー
ザ
ー
法
を
遠
心
分
離
法
よ
り
優
れ
た
技
術
と

し
て
選
ぷ
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
レ
ー
ザ
ー
法
は
未
だ
工
場
に
導
入
す
る
ほ
ど
に
技
術
の
実

証
は
終
っ
て
は
い
な
い
が
、
将
来
実
現
さ
れ
る
と
濃
縮
役
務
価
椿

は
五
〇
ド
ル
～
六
〇
ド
ル
／
㎏
S
w
U
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
原
燃
産
業
株
式
会
社
の
ウ
ラ
ン
濃
縮
は
、
世
界
的
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
給
が
緩
和
さ
れ
、
ウ
ラ
ン
市
況
も
下
が
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
海
外
製
品
に
対
し
て
価
格
的
に
ど
れ
ほ
ど
の
競
争
カ
を
持
ち

得
る
か
、
即
ち
、
価
椿
低
廉
化
を
目
指
し
て
い
る
国
際
市
場
で
、

わ
が
国
の
ウ
ヲ
ン
濃
縮
事
業
が
国
際
競
争
カ
を
確
保
し
国
産
化
路
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線
を
歩
ん
で
い
く
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ぱ
よ
い
の
か
と
い
う
間

題
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
場
含
、
使
用
済
み
燃
料
の
再
処
理
は
、
ウ
ラ
ン
資
源

の
有
効
利
用
、
放
射
性
廃
棄
物
の
適
切
な
処
分
な
ど
の
点
で
き
わ

め
て
重
要
な
こ
と
と
恩
わ
れ
る
が
、
こ
の
間
題
は
核
拡
散
防
止
と

も
絡
ん
で
お
り
、
核
拡
散
防
止
上
、
規
制
権
の
強
化
を
図
ろ
う
と

す
る
ウ
ラ
ン
供
給
国
側
へ
の
対
応
を
国
際
的
な
稗
組
み
の
中
で
考

慮
し
て
い
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
事
柄
で
あ
る
。
ま
た
、
低
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
の
一
方
法
で
あ
る
海
洋
処
分
は
、

関
係
国
の
懸
念
を
無
視
し
て
行
え
る
も
の
で
は
な
い
の
で
そ
の
対

応
を
検
討
し
て
行
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
欧
米
各
国
に
お
い
て
運
転
を
終
了
し
た
発
電
用
原
子
炉
は
す
で

に
三
〇
基
を
超
え
、
そ
れ
ぞ
れ
密
開
管
理
、
遮
蔽
管
理
な
ど
の
措

置
が
と
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
昭
和
六
〇
年
七
月
、

総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
カ
部
会
で
最
終
的
に
運
転
を
終
了

し
た
原
子
カ
発
電
施
設
は
、
原
子
カ
発
電
施
設
の
規
模
、
炉
型
等

に
関
係
な
く
、
五
年
～
一
〇
年
の
密
閉
管
理
後
解
体
撤
去
す
る
こ

と
を
基
本
方
針
と
す
る
旨
の
報
告
書
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
同

報
告
書
は
そ
の
費
用
に
つ
い
て
一
一
〇
万
㎜
級
の
原
子
カ
発
電
施

設
で
は
、
安
全
貯
蔵
期
間
が
五
年
で
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
費
用

を
含
ま
な
い
場
含
約
三
〇
〇
億
円
程
度
と
試
算
し
て
い
る
。
な
お
、

放
射
性
魔
棄
物
を
陸
地
処
分
す
る
も
の
と
し
て
一
定
の
条
件
の
下

に
試
算
す
る
と
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
費
用
は
、
廃
止
措
置
費
用

の
一
五
％
程
度
と
な
る
と
い
う
。

　
米
国
に
お
い
て
は
、
す
で
に
試
験
研
究
用
原
子
炉
を
解
体
撤
去

し
た
経
験
が
あ
る
が
、
現
在
の
商
業
用
の
炉
と
比
較
す
る
と
規
模

が
非
常
に
小
さ
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
シ
ヅ
ビ
ン
グ
ポ
ー
ト
原
子
カ
発
電
所
は
ベ
ン
シ
ル
バ
ニ
ァ
州
ピ

ヅ
ツ
バ
ー
グ
の
北
西
二
五
マ
イ
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
の
敷
地

は
約
七
工
ー
カ
ー
で
、
土
地
は
ヂ
ュ
ヶ
ン
ス
ラ
イ
ト
社
の
所
有
で

米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
が
こ
れ
を
四
〇
年
間
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

建
設
開
始
は
一
九
五
五
年
、
プ
ラ
ン
ト
の
臨
界
操
業
は
一
九
五
七

年
二
一
月
で
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
ま
で
に
二
五
年
間
操
業
し
七

　
　
h

四
億
W
の
発
電
量
を
記
録
し
、
廃
止
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な

　
　
K
っ
た
大
規
模
商
業
用
原
子
カ
発
電
所
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
シ
ッ
ビ
ン
グ
ポ
ー
ト
原
子
カ
発
電
所
の
廃
止
作
業
の
特
徴

は
、
一
、
こ
の
原
子
カ
発
電
所
の
主
要
シ
ス
テ
ム
は
放
射
能
測
定

の
結
果
低
い
放
射
能
レ
ベ
ル
で
あ
λ
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
、
炉

シ
ス
テ
ム
全
体
の
放
射
能
汚
染
除
去
の
必
要
が
な
く
、
こ
の
廃
止

捲
置
全
体
で
予
想
さ
れ
る
職
業
的
放
射
線
被
曝
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
〇
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マ
ン
・
レ
ム
で
あ
る
こ
と
、
二
、
原
子
炉
圧
カ
容
器
は
切
断
せ
ず

に
内
部
構
造
物
を
収
納
し
た
ま
ま
一
体
撤
去
す
る
の
で
、
内
部
を

分
解
す
る
の
に
比
し
て
期
間
が
約
一
年
短
縮
さ
れ
、
費
用
は
約
七

〇
〇
万
ド
ル
、
要
員
の
被
曝
線
量
は
二
五
〇
マ
ン
・
レ
ム
か
ら
、

一
四
〇
マ
ン
・
レ
ム
に
滅
少
す
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

　
シ
ヅ
ビ
ン
グ
ポ
ー
ト
原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
に
か
か
る
全

コ
ス
ト
の
見
積
額
は
七
九
七
〇
万
ド
ル
で
あ
る
。
こ
の
原
子
カ
発

電
所
は
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
五
七
年
に
か
け
て
、
一
億
四
一
〇

〇
万
ド
ル
の
費
用
を
か
け
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
一
九
八
六
年

に
設
備
を
他
の
も
の
に
変
え
た
場
合
の
コ
ス
ト
は
六
・
七
億
ド
ル

と
見
積
も
ら
れ
る
の
で
、
廃
止
措
置
コ
ス
ト
は
代
替
し
た
場
合
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
〕

コ
ス
ト
の
約
二
一
％
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　
最
終
的
に
運
転
を
終
了
し
た
原
子
カ
発
電
施
設
は
放
射
能
を
お

ぴ
た
機
器
設
備
が
存
在
し
、
ま
た
堅
牢
な
構
造
物
、
建
屋
が
多
い

た
め
、
そ
の
廃
止
措
置
を
行
な
う
際
に
は
多
額
の
費
用
を
必
要
と

す
る
。
米
国
で
は
負
残
存
価
値
減
価
償
却
方
式
あ
る
い
は
減
償
基

金
方
式
で
、
西
独
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
引
当
金
方
式
で
手
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
〕

て
す
る
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
昭
和
五
六
年
二
一
月
の
電
気
事

業
審
議
会
料
金
制
度
部
会
中
間
報
告
で
「
鹿
炉
に
係
る
費
用
に
つ

い
て
も
、
原
子
カ
発
電
を
行
う
こ
と
に
伴
な
う
費
用
で
あ
り
、
将
来

発
生
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
た
め
、
理
論
上
は
発
電
を
行
な
っ

て
い
る
時
点
に
お
け
る
費
用
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」

と
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
六
〇
年
七
月
の
総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
原
子
カ
部
会
よ
り
の
報
告
か
ら
将
来
は
廃
炉

引
当
金
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
原
子
カ

先
進
国
に
共
通
す
る
原
子
炉
の
廃
止
措
置
は
今
後
技
術
的
経
済
的

面
か
ら
の
総
合
評
価
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

未
　
原
子
カ
発
電
の
課
題

　
今
日
、
世
界
各
国
に
お
け
る
総
発
電
電
カ
量
に
占
め
る
原
子
カ

発
電
の
割
合
は
か
な
り
の
数
字
に
達
し
て
い
る
。
中
で
も
西
欧
諸

国
が
特
に
高
い
値
を
示
し
て
お
り
フ
ヲ
ン
ス
が
一
九
八
四
年
実
繍

で
総
電
カ
供
給
の
五
八
・
七
％
を
原
子
カ
発
電
に
依
存
し
て
い
る

の
を
筆
頭
に
、
ベ
ル
ギ
ー
五
〇
・
七
％
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
四
一
・

O
％
、
ス
エ
ー
デ
ン
四
〇
・
六
％
、
ス
イ
ス
三
六
・
五
％
と
な
っ

て
お
り
、
わ
が
国
は
二
二
・
九
％
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
原
子
力
開
発
は
、
当
初
、
多
く
の
分
野
で
欧
米
諸
国

か
ら
の
技
術
輸
入
に
依
存
し
て
き
た
が
、
そ
の
後
、
自
主
技
術
の

確
立
な
ら
び
に
国
産
化
に
努
め
た
結
果
、
第
一
級
の
技
術
水
準
に
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達
し
、
国
産
化
率
を
高
め
、
日
本
の
環
境
に
適
合
し
た
原
子
力
発

電
を
推
進
し
て
い
っ
た
。
例
え
ぱ
、
原
子
カ
発
電
に
お
け
る
設
備

利
。
用
率
は
昭
和
六
〇
年
度
は
七
四
・
一
％
と
な
り
、
昭
和
五
毛
年

度
以
来
四
年
連
続
七
〇
％
台
を
維
持
し
、
原
子
カ
発
電
の
信
頼
性

の
向
上
を
印
象
づ
け
た
。
ま
た
、
運
転
中
の
事
故
に
よ
る
運
転
停

止
頻
度
も
昭
和
五
九
年
度
は
○
・
一
回
／
炉
・
年
と
米
国
等
と
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

較
し
て
一
桁
低
い
値
と
な
っ
た
。
軽
水
炉
技
術
の
向
上
そ
の
他
に

よ
り
原
子
カ
発
電
の
発
電
原
価
は
、
石
炭
火
カ
に
対
し
て
は
、
原

子
炉
の
廃
止
措
置
に
係
る
費
用
や
廃
棄
物
処
分
に
係
る
費
用
を
考

慮
す
れ
ぱ
初
年
度
発
電
原
価
は
ほ
ぼ
同
等
と
見
ら
れ
る
が
、
石
油

火
カ
発
電
、
L
N
G
火
力
発
電
に
対
し
て
は
優
位
を
保
っ
て
お
り
、

べ
ー
ス
供
給
カ
の
中
核
と
し
て
の
位
置
を
固
め
つ
つ
あ
る
と
言
え

る
o

　
世
界
的
な
原
子
カ
発
電
の
進
展
に
伴
い
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、

世
界
の
原
子
カ
開
発
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、
．
し
か
も
日
本
の
国
情

に
あ
っ
た
独
自
の
自
主
技
術
を
開
発
し
、
原
子
カ
発
電
の
発
電
原

価
の
一
層
の
低
減
と
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
高
い
安
全
性
、
信
頼
性

を
獲
得
維
持
す
る
こ
と
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
原
子
カ
発
電
が
定

着
す
る
た
め
の
重
要
な
鍵
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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